
雄勝花物語の歩み
テーマ：行政との連携を目指して （石巻市雄勝町）
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石巻市雄勝町の復興課題

１、震災により人口が激減

・4300人 ➡ 1000人

・中心部1600人➡ 100人

＊漁師さん以外は不便な雄勝に残る理由がなかった➡ 町外に自宅再建

２、地域課題
①交流人口の拡大

②新規事業と若者の雇用 ＊持続可能なまちづくり

・高台移転事業完了及び防潮堤などのハード事業の終盤の時期

・平30現在の行政的復興課題:中心部低平地の利活用

「雄勝花物語」は、地域課題の解決に取り組む団体
（目指す会社像：地域課題の解決を自社の利益とするビジネス＝ソーシャルビジネス）
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宮城県 石巻市雄勝町
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３．１１で壊滅した中心部

町全体で243人死亡（うち70人不明）
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実家敷地５３０坪で、妻の母親、叔母、いとこを亡くす 雄勝花物語資料　5



ガーデンの第一歩を造った妻の思い

・母親を助けられなかった悔い、自責の感情

・自分の故郷（人とのつながり）を失った喪失感

どのように自分をケアしたのか
・母親の供養に花を植栽→失った人や失ったものと

つながる場をつくりたい。

→そこに賛同する被災者、支援者、ボランティア

２000人がつながって、2013年10月ローズガー

デンが完成

2014～ＮＨＫのＥテレ「趣味の園芸」で毎月1回放映
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２０１１年８月６日 実家の跡地（雄勝ローズファクトリーガーデン）に
妻が母の好きだったホウズキを植栽しました。 雄勝花物語資料　7



雄勝花物語実行委員会の結成

支援者
・河北新報社
・花と緑の力で３．１１プロジェクト
みやぎ委員会（鎌田秀夫氏）
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プロジェクトの最大の支援者：鎌田秀夫氏並びに千葉大学園芸学部秋田典子凖教授
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雄勝石スレートで「ＯＧＡＴＳＵ」の花文字を作っています
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２０１２年６月 千葉大学園芸学部の皆さんが３月に続いて４回目のボランテイ

アに来てくれました。
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被災地のオアシスとなった花畑
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千葉大学園芸学部、ＩＮＪＭ，スイートトリート 3・ 11地元高校
生、雄勝住民が参加 雄勝花物語資料　14
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完成したガーデンの全景
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開園コンサートは４００人の参加がありました。運営は全てボランティアの皆さん

雄勝花物語資料　17



雄勝花物語資料　18



被災地緑化、ガーデン無料開放、
無料コンサート等

語り部・防災教育＆ボランティア受入
雄勝環境教育センターの運営

体験教室（花を活用した小物制作）

ハーブ栽培、オリーブの試験栽培

【妻の思い】

住民が亡くなった人や亡くなった
ものとつながる場をつくりたい＝
コニュニティーの再生➡自ら被
災者を支援することで自分の
心のケアを果たす

（代表理事を担ってもらう）

【私の思い】

教師として社会参加の学力を育成する
復興教育を実施してきたが、地域に子
どもたちを受け入れる会社はない。なけ
れば自前で作ろう。雇用を生み、持続可
能な地域経済（お金が地域で回る地域
内循環型経済）の構築を目指す➡自ら
町を再構築することで心のケアを果
たす（共同代表）

＋
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ラベンダー畑の造成（ボランティアは、まなみ組）
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体験教室の開催 ハンキングバスケット教室
雄勝花物語資料　21



小物製作を開始 押し花葉書き
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防災教育プログラムの実施 雄勝花物語資料　23
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地域復興に貢献にする会社経営と後継者の育成
地域再生の復興モデルを目指す

ＮＨＫ趣味の園芸で放映中

団体の事業部門の方針確認

１ 持続可能な雄勝をつくるために（雄勝花物語の目的）

２ 事業化を軌道に乗せて若者の雇用を生み出す(手段)
・オリーブ栽培 ：２０１４年～石巻観光協会と試験栽培

２０１７年～石巻市と連携１２０本栽培中

雄勝花物語資料　25



復興道路建設計画に伴うガーデン移転問題の発生！
201４年復興道路の計画案の提示。石巻市雄勝総合支所は企業誘致の土地を確保するため
に復興道路を迂回させ、ガーデンの真上に道路を建設する計画を立案。➡ 当団体は当初移
転に反対。４０００人のボランテイアと造ったガーデンを壊すのは忍びない。

企業誘致の場所

現有導路
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石巻市行政との連携の模索
2013年～201４年 ガーデン移転に反対

2015年～移転に同意する意思を表明

本団体が中心となった「雄勝地区自然と暮らしの再生実

行委員会」と３．１１花プロの鎌田氏と共同で「低平地の利活

用案」を支所に提案➡図１

2016年～千葉大学園芸学部秋田典子研究室が「低平地利活用案」

を支所に提案➡図２
＊誘致企業の経営が悪化し、工場建設がとん挫➡倒産

2017年～雄勝総合支所の新支所長Ｓ氏

・企業誘致型企業誘致型の復興策から住民の提案を生かしたボトムアップアップ型へ転換

「雄勝ガーデンパーク構想」発表➡図3

住民との連携が実現！

教訓：復興の担い手は最終的には住民。役所がどんなに立派な図面を描いても担い手の住民が
参加しなければ何一つ実現はしない。 諦めずに粘り強く、時期が来るのを待つ姿勢が大切！
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図１

雄勝花物語資料　28



図２－１
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図２－２
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図３ 【雄勝ガーデンパーク構想】 雄勝総合支所立案
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雄勝ガーデンパーク構想（石巻市役所雄勝総合支所立案）

テーマ
・「花と緑のあふれる美しい空間で来訪者をあたたかく迎え、
誰もが心地よくゆったりと過ごせる癒しの空間」

〈基本方針〉
①花と緑をベースとする美しい空間形を形成する。
②緑の新しい産業を育成する。
③緑という枠の中で柔軟性のある土地利用を可能とする。
④住民等によるボトムアップ型の取り組みをベースとする。
➄緑による復興まちづくりを積極的に発信する。

＊緑➡北限のオリーブの栽培

雄勝総合支所支所長Ｓ氏並びに千葉大学園芸学部の秋田典子先生が尽力。
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図３

移転する新ガーデンの位置
２０００㎡の造成地を借用

北限のオリーブ

【雄勝ガーデンパーク構想】 雄勝総合支所立案

雄勝ガーデンパーク構想の中核施設 ➡ 雄勝ローズファクトリーガーデンが指
定される。➡ 雄勝総合支所との連携が実現！ 雄勝花物語資料　33



2017年秋～新ガーデンの建設～２０１８年３月完成
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作業中のボランテイアの皆さん 雄勝花物語資料　35



完成した新ガーデン正面
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テープカット（ご来賓の皆さん）
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北限のオリーブの行政との連携
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2014年～北限のオリーブの試験栽培
石巻市観光協会の支援事業［地球環境基金］

雄勝町出身の女性０さん

【強い思い】

故郷の雄勝にオリーブを植えて
復興を後押ししたい。地球環境
基金を活用し、復興庁とも連携
して、ガーデンに１５本のオリー
ブの苗木を植栽していただく。
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雄勝花物語のオリーブ栽培の歩み

２０１４年、雄勝１５本試験栽培
牡鹿１５本

石巻市役所が連携

２０１５年 河北地区２０本
２０１６年 北上地区４５０本

２０１７年 市役所：「石巻市北限オ
リーブ研究会」を発足

・雄勝ローズガーデン１１０本
定植。

・雄勝総合支所から３６００㎡の借地を
提供していただく。

・オリーブ事業でも本団体と行政との
連携が実現！

本ガーデンが、石巻市［北限のオ
リーブの発祥地 雄勝花物語資料　40



石巻市北限のオリーブ研究会の設立に参加
２０１７年１月設立 石巻市と連携し６次産業化と観光業を目指す

会長：阪井聡至復興審議官（財務省）
副会長：徳水博志（地元代表）
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雄勝花物語のオリーブ園 雄勝花物語資料　42



行政との連携にあたり今後の課題

１ 雄勝ガーデンパーク構想の具現化
・行政と連携した図面作成 ➡現在ハンズオン支援事業で実施中
・担い手同士の連携（雄勝花物語、モリウミアス） ➡体験プログラム作成中
・企業研修、教育旅行など年間１０００人のボランテイアの継続的な確保
・外部支援者とのさらなるネットワークの構築

２ 緑産業としての北限のオリーブの拡大
・雄勝中学校跡地にオリーブ栽培５００～８００本を石巻市に提案中 ➡ 低平地の
利活用を進めて、持続可能な地域経済の構築、若者の雇用創出を目指す。

３ 復興の後継者の育成
・学校教育との連携➡ ［地域復興を学ぶ学習］の提案、グローカルな学力
・地域再生の後継者育成➡Ｕターン、Ｉターンの若者を対象者に【雄勝環境未来塾】
を設立予定 （雄勝花物語の教育支援活動）

雄勝小学校の教員時２０１１年～２０１３年［復興教育］を実施
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行政との連携のあり方のまとめ
本ガーデンがガーデンパーク構想の中核施設に認定されるまで

2015年 ３．１１花プロ・石巻観光協会・雄勝花物語の低平地利活用案の提案

2016年 千葉大学園芸学部 秋田研究室の低平地利活用案の提案

『行政との連携の上の教訓』
・外部支援者と連携し、決してあきらめることなく、行政との連携を模索してきた。
行政側も復興の担い手は意欲のある住民に他ならないと認識した。私たちの
復興の動機は、故郷への愛！まちを残したいという願い！ここに骨をうずめる
覚悟である。本気でまちを創る側に回るならば道は必ず開ける。行政や他の団
体とお互いに歩み寄り、連携する姿勢が大切である。

『まちづくりに取り組んできた教訓』

・復興事業とは行政主導では成功しない。そこに住んでいる住民自身が町の将
来を決めるという住民自治と行政との共同作業である。住民はお上に依存する
意識を改め，あるいはまた過度の批判的言動は慎み，主体的に復興に参画す
るプロセスで自らの中に自治力を育てることが必要である。復興とは住民自身
が成長し、自らの中に自治の力育てるプロセスでもある。
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